
地域協議会で現在審議中の自主的審議事項一覧（R8.3.24現在）
審議事項 

審議
開始日

概要 ※審議開始時のもの

公⺠館を含む地域活動の促進
と施設の有効活用について

R2.12.17

 吉川区では市町村合併後、7つの地域づくり会議を組織し公⺠館活動を担ってきたが、⼈⼝減
少・少子高齢化に伴い年々活動が衰退し、地域の絆が希薄となり元気がなくなってきている。
 この状況下で公⺠館分館が、公の施設の適正配置計画案では貸付の⽅針が打ち出された。施設
は、閉校した学校を利用し、地域の核として⻑年、地域の⼈たちが集い、交流を深め、活動して
きた施設である。
 そこで、各地域の皆さんと意⾒交換等を⾏い、これからの公⺠館を含む地域活動の促進及び施
設の有効な利活用を検討するもの。

尾神岳周辺の観光振興と道の
駅よしかわ杜氏の郷の活性化
について

R6.2.15

 吉川区では、尾神岳、道の駅よしかわ杜氏の郷を観光スポットとして位置付け、旧吉川町時代
から観光振興策を進め、合併後においても、市による施設の運営や維持、地元観光協会による観
光振興を進めてきた。
 地域協議会が実施した住⺠アンケートにおいても、吉川で自慢できるものとして、尾神岳と道
の駅は、各々多くの票を集めた。地域協議会では、尾神岳と道の駅を地域振興の鍵として位置付
け、活性化策について検討することとした。

若者の移住定住につながる魅
力的な子育て支援策について

R6.2.15

 上越市内では、生活習慣や就労、社会環境などの変化に伴い、少子高齢化とともに⼈⼝減少が
進んでいるが、特に吉川区においてはその状況が顕著であり、このまま放置すれば、産業はもと
より、地域活動の維持も困難となり、地域・故郷の消滅が危惧される。
 地域協議会内に若者移住定住部会を設置し、これまで調査や意⾒交換を⾏ってきた内容を基
に、将来の担い⼿・⼈材確保の観点から、⻘年層の定住・移住希望者へのアピール度が高いと思
われる支援策、特に子育て支援策について検討するもの。

消火栓使用の在り⽅と有効活
用について

R6.11.21
 近くで火災が発生した際、消防⾞が到着するまで時間がかかる。その間、住⺠が消火栓を使用
し消火活動を⾏うことが有効と考えるが、市では市⺠は消火栓を使用しないようにと説明してい
る。有効な消火活動等について検討を⾏うもの。
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各種団体役員選出依頼状況 

                               ※令和 6年度から 

団  体  名 役  職 選 出 委 員 備   考 

吉川高等特別支援学校後援会 理事 太田 和広 委員 
・任期 2 年 

 選出依頼あり 

県立柿崎病院後援会 理事 橋爪 隆之 委員 
・任期 2 年 

 選出依頼あり 

吉川区公共交通懇話会 委員 山岸 晃一 会長 
・任期 1 年 

 選出依頼あり 

吉川区青少年育成会議 運営委員 山岸 晃一 会長 
・任期 2 年 

 R7.4.1～R9.3.31 

    〃 教育支援部会委員 新部 嘉夫 委員 
・任期 2 年 

 R7.4.1～R9.3.31 

    〃 環境健全部会委員 田邉 良子 委員 
・任期 2 年 

 R7.4.1～R9.3.31 

    〃 体験活動部会委員 斉藤 崇人 委員 
・任期 2 年 

 R7.4.1～R9.3.31 

 

                           （令和 8 年 3 月 31 日現在） 
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令和８年度 吉川区総合事務所 各グループの主な業務内容 

（R8.4.1 現在） 

 

担当 事 務 事 業 担  当 内線 

 ○総合事務所の統括、職員の指揮監督 岩野所長  ２００ 

○所長を補佐し、担当事務の整理をする（総務・地域振興 G長兼務） 山本次長 ２１０ 

総
務
・
地
域
振
興
グ
ル
勖
プ 

○町内会に関すること 

○防災、防犯及び交通安全に関すること 

○コミュニティプラザに関すること 

○総合事務所の庶務に関すること 

○選挙管理委員会に関すること 

【総務班】 

熊木班長 

赤井主任 

片所主任 

小山会計年度任用職員 

２１１ 

２１３ 

２１５ 

○地域振興に関すること（地域独自の予算事業・集落支援・地域

おこし協力隊など） 

○地域協議会の運営に関すること 

○公共交通に関すること 

【地域振興班】 

吉村班長 

道場副主幹 

     

 

２１２ 

２１４ 

 

○道路、橋梁等に係る相談の受付、書類の受理 

○除雪に関すること 

○河川に関すること 

○農業集落排水に関すること 

○公営住宅に関すること 

○災害復旧に関すること 

○農林水産業に関すること 

○商工観光に関すること 

○農業委員会に関すること 

【産業建設業務窓口班】 

久保埜班長 

佐藤主任 

 

１４１ 

１４４ 

市
民
生
活
・
福
祉
グ
ル
勖
プ 

所掌事務の整理、所属職員の指揮監督 宮下グループ長 １１１ 

○総合窓口及び各種証明請求に関すること 

（戸籍謄抄本・住民票・印鑑・外国人登録・税関係） 

○戸籍、住民基本台帳、印鑑登録、外国人登録及びパスポートに

関すること 

○各種の税に関すること（市民税・固定資産税・納税） 

○国民健康保険、後期高齢者医療制度、国民年金に関すること 

○環境の保全及び廃棄物に関すること 

【税・市民生活班】 

大谷班長 

星野主任 

樫出会計年度任用職員 

 

 

 

１３０ 

１１５ 

１１３ 

 

 

○福祉に関すること（高齢者、障害、日赤、生活保護等） 

○介護保険に関すること 

○保育、子育て支援に関すること 

○各種福祉施設及び保健施設の管理運営に関すること 

○民生委員・児童委員に関すること 

○健診及び健康相談に関すること 

○健康の保持及び増進に関すること 

○母子保健及び予防接種に関すること 

【福祉班】 

霜鳥班長 

渡邉副主幹 

丸山保健師 

 

 

１１２ 

１１６ 

１２０ 

 

教
育
・
文
化
グ
ル
勖
プ 

所掌事務の整理、所属職員の指揮監督 丸山グループ長 １１０ 

○生涯学習の推進に関すること 

○社会体育振興に関すること（各種スポーツ大会） 

○公民館活動の支援に関すること 

○学校施設、生涯学習施設、社会体育施設に関すること 

○スクールバスの運行に関すること 

○放課後児童クラブに関すること 

○図書館に関すること 

○文化財に関すること 

【教育・文化班】 

五十嵐班長 

池田副主査 

岡本会計年度任用職員 

石野公民館主事 

村松会計年度任用職員 

 

１３１ 

１３３ 

１３２ 

２４０ 

(体育館) 

吉川区総合事務所 TEL 548-2311(代表) FAX 548-3011 
 ＊代表番号は、土日祝祭日及び業務時間外には、柿崎区総合事務所に転送されます。 
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令和８年度 吉川区関係機関 異動名簿 

職  名 氏  名 前 任 校・前 所 属 等 

吉川小学校長 阿 部 祐 治 長岡市立十日町小学校 

吉川中学校長 鈴 木  勇 長岡市立栖吉中学校 

県立吉川高等特別支援学校長 小 林 秀 樹 県立小出特別支援学校 

上越市社会福祉協議会 

吉川支所長 
高 橋 静 江 

上越市社会福祉協議会 

吉川支所 係長 

ほほ笑よしかわの里 

施設長 
杉 田  要 令和 7 年度から現職 
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R8.4.1

位　　置

地勢・地形

沿　革 1597　慶長２ 越後国郡絵図が作成される。吉川町域42村の名がみえる。

1889  明治２２ 町村制施行。川谷・水源・上吉川・中吉川・大出口・旭各村成立

1955　昭和30 源村・吉川村・旭村の大部分が合併して吉川町となる。

人口1万1890人、1,982世帯

1970　昭和45 吉川町過疎地域に指定される。

2005　平成17 上越市に編入され、地域自治区「吉川区」となる。

地域指定状況 　地域振興関係法等に基づく地域指定において、吉川区は過疎地域、辺地(一部)、特別

豪雪地帯、特定農山村地域(一部)とされ、過疎地域の持続的発展の支援に関する特別

措置法において、産業振興促進区域とされている。

　また、農林業センサスの農業地域類型第1次分類において、源村・吉川村は中間農業地域、

旭村は平地農業地域とされている。

※農業地域類型：短期の社会経済変動に対して、比較的安定している土地利用

　指標を中心とした基準指標によって市町村及び旧市区町村（S25.2.1時点の

　市区町村)を類型化したもの

人口・世帯・町内会 平成17年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

人口 5,437 3,663 3,544 3,441 3,334 3,248

減少数 - 1,774 1,893 1,996 2,103 2,189

減少％ - 32.6% 34.8% 36.7% 38.7% 40.3%

世帯数 1,564 1,401 1,383 1,384 1,357 1,348

減少数 - 163 181 180 207 216

減少％ - 10.4% 11.6% 11.5% 13.2% 13.8%

町内会数 52 51 51 51 51 51

   高齢化50％以上 24 24 32 29 32

   推進員対象 22 22 19 15 14

吉 川 区 の 概 要

　上越市の北東部に位置し、東は柏崎市、南は大島区と浦川原区に、西は頸城区と大潟区に、
北は柿崎区の1市、5区に接する。
　区の中心部からの距離圏は、柿崎区と大潟区が7㎞圏、合併前上越市が15～20㎞圏、
柏崎市が20㎞圏に入る。
　東経138°22′～138°22′　北緯37°10′～37°15′　海抜（居住地）380m～8ｍ
　総面積76.61㎢（市全体の7.9％）　　　南北8㎞、東西15.5㎞、周囲25㎞

　北と西の方向に平地が続き、最も高い尾神岳（標高757m）をはじめ東と南の方向に
山地が形成されている。河川は、　2級河川が5河川（大出口川、平等寺川、吉川、入河沢川、
玄僧川）

　人口は、減少が継続。高齢化率50％以上の町内会は、全体の63％である。

当日配布資料３

上越市吉川区
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農　業 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

水稲 作付個人農家数(戸) 196 194 185 177 181

作付法人数 24 23 23 23 22

作付面積(ha) 970 928 939 951 962

水田面積(ha) 1,209 1,207 1,168 1,132 1,130

個人(ha) 591 590 550 537 542

法人(ha) 618 617 618 595 588

 　平均経営面積(ha) 25.8 26.8 26.9 25.9 26.7

個人 54 53 53 40 37

法人 24 23 23 23 22

集落協定 13 13 13 13 13

個別協定 2 2 2 1 1

経営面積(ha) 230.5 230.3 230.32 197.5 197.5

組織数 32 33 31 30 30

対象面積(ha) 846.89 1039.69 1130.59 1123.69 1088.1

組織数 27 28 28 26 26

対象面積(ha) 781.21 982.77 1081.78 978.94 964.06

商工業 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

商店数(小売店の数) 20 24 24 23 22

工務店や職人等事業所数 64 43 40 36 36

建設業 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

事業所数 3 3 3 3 3

一般企業、工場 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

事業所数 5 5 5 4 4

都市等との交流 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

越後田舎体験　年間体験者数 3校 3校 3校 8校 2校

143人 296人 86人 118人 50人

認定農
業者数

中山間
地直接
支払協
定数

田植え・中山
間地スター
ディツアー・
稲刈り・蔵人
体験111人参
加
オンライン実
施1企画44
組参加

田植え・中山
間地スター
ディツアー・
稲刈り・蔵人
体験102人
参加
オンライン実
施1企画25
組参加

農地維
持支払
資源向
上支払

長寿命
化活動

生協パルシステム東京との交流 オンライン
実施7企画
8回61組
143人 参
加

オンライン実
施3企画35
組参加
稲刈り・蔵人
体験29人参
加

田植え・中山
間地スター
ディツアー・
稲刈り・蔵人
体験101人
参加
オンライン実
施1企画29
組参加
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観　光　　 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

年間入込者数 170,574 193,670 191,805 206,626 226,258

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

5,437 7,143 8,770 9,440 10,167

850

84,912 107,435 108,962 121,149 138,482

71,404 70,573 62,295 61,218 62,217

6,471 6,943 9,361 9,566 9,652

2,300 2,300

道　路

市道 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

路線数 181 181 181 181 181

総延長(㎞) 151 151 151 151 151

舗装延長(㎞) 118 118 118 118 118

規格改良延長(㎞) 88 88 88 88 88

改良率(％) 59 59 59 59 59

除雪延長(㎞) 86 86 86 86 86

早朝除雪実施台数 20 21 21 23 23

防　災 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

消防団

団員数 161 155 150 141 135

自主防災組織数 49 49 49 49 49

結成率(％) 96.1 96.1 96.1 96.1 96.1

まちづくり組織 まちづくり吉川：構成員は地域づくり団体構成員（区内全世帯対象）

地域づくり団体：区内7地区に7組織

集落支援 　地区別懇談会の実施や集落づくり推進員（1人）を配置し、積極的に対象集落の皆さんの声を

す。

　※集落づくり推進員1人、地域おこし協力隊4人（源もより2人、川谷もより2人）募集中

お聞きし、課題解決や地域の活力が向上するよう支援します。

吉川ゆったりの郷

吉川四季菜の郷

よしかわ杜氏の郷

越後よしかわ酒まつり（来場者数） コロナ禍等により中止

主要地方道(県道)4線　　新井柿崎線、柿崎牧線、大潟高柳線、上越安塚柏崎線

　農業生産活動等の後継者確保を目指して希望地区への地域おこし協力隊の導入を継続しま

主な施設等：尾神岳、パラグライダー（スカイスポーツの基地）、スカイトピア遊ランド、
　　　　　　　　体験交流センター、よしかわ杜氏の郷（清酒醸造施設）、道の駅よしかわ杜氏の郷、
　　　　　　　　長峰温泉ゆったりの郷、農産物直売施設四季菜の郷、長峰池及び長峰城址、
　　　　　　　　越後よしかわ酒まつり

利用者数

吉川スカイトピア遊ランド

吉川緑地等利用施設

一般県道6線　　　  　　　　原之町上下浜（停）線、上増田吉川線、長坂潟町（停）線、黒岩下小野線、
　　　　　　　　　　　　　　　　 川谷十町歩線、名木山浦川原線

吉川方面隊4分団8部体制 吉川区方面隊4分団7部体制
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地域活動への支援 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

地域活動支援事業 件数 8 3 7 5 5

 or 地域独自予算 金額（千円） 5,013 4,426 5,368 4,546 4,641

地域事業 やったれ祭り 金額（千円） 713 677 707 707 817

酒まつり 金額（千円） - - 1,623 1,449 1,849

令和8年度地域独自の予算事業概要

補助金額

　「吉川区大乗寺」に伝わる歴史伝
承とともに、吉川区を訪れる人の増
加を図るため、関連するテーマの講
演会の開催や現地学習会の実施の
ほか、保存会が開発した特産品の
販売に協力していく。

319

　長峰城の歴史や役割、城づくりの
特徴等について理解を深めるため、
見学会の開催や見学コースの整備
のほか、魅力度アップを図るための
整備や管理、保全を行う。また、関
係団体等との相互の事業参加によ
る交流を広げていく。

　吉川区を代表する地域資源であ
る尾神岳エリアと道の駅よしかわ杜
氏の郷エリアの活性化を図り、吉川
区、頸北地域、上越市全体の観光振
興に寄与するため、各種イベントや
歴史伝承、情報発信を行う。

938

2,939

　里山資源の活用による地域経済
の活性化を図るため、地元の山林
から切り出した木材を使った薪や
榾木の販売、地域の生産者が育て
た野菜等の販売するほか、伐採作
業に関連した研修会なども行う。

　古（縄文）の人々の生き方を通じ
て、現代の私たちが地域で暮らして
いく中での営みや「いのち」につい
て考えるため、関連するテーマの講
演会やワークショップ、映画上映会
などを開催する。

225

220

木と花の駅プロジェ
クト

地域の魅力再発見事
業～縄文から現代を
考える～

長峰城址保存活用事
業

吉川観光重点2地区
（尾神岳エリア、よし
かわ道の駅エリア）活
性化推進事業

『吉川区と上杉家の
繋がり』大乗寺の歴
史伝承事業

里山文化研究会

いのち応援団

越後長峰城址保存会

吉川観光協会

吉川区大乗寺歴史伝承
保存会

（提案団体：吉川区地域協議会）

事業概要

（単位：千円）

事業名 実施主体
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医療機関 上越市国民健康保険吉川診療所と個人医院、歯科医院、眼科医院が各1か所

福　祉 よしかわ保育園(H29年4月～(公設民営)）の幼児数　 （単位：人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和７年度 令和8年度

０歳児 0 2 2 2 7

１歳児 3 5 8 11 6

２歳児 10 7 5 9 16

３歳児 11 10 8 4 8

４歳児 11 11 11 8 4

５歳児 15 12 11 12 8

計 50 47 45 46 49

高齢者（65歳以上）の状況

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和７年度 令和8年度

1,632人 1587人 1,595人 1,565人 1,562人

44.55% 44.78% 46.35% 46.94% 48.09%

396人 361人 341人 331人 343人

295世帯 280世帯 263世帯 267世帯 307世帯

274世帯 282世帯 267世帯 285世帯 289世帯

介護保険施設（入所定員）

 特養ほほ笑よしかわの里（入所 40人）

 いこいの里あさひ（デイサービス 26人、ショートステイ 15人）

 あじさいの家（デイサービス 18人）

 愛の家グループホーム上越吉川（グループホーム 18人）

教　育 児童・生徒数

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和７年度 令和8年度

1年生 15 14 10 11 11

2年生 15 16 14 10 11

3年生 12 14 17 14 10

4年生 23 11 14 17 14

5年生 21 22 11 14 17

6年生 24 21 22 11 14

計 110 98 88 77 77

1年生 20 22 21 20 11

2年生 28 20 20 21 20

3年生 19 28 20 20 21

計 67 70 61 61 52

1年生 9 11 7 8 9

2年生 12 9 11 7 8

3年生 16 12 9 11 7

計 37 32 27 26 24

吉川
小学校

吉川
中学校

吉川高等
特別支援

学校

高齢化率

介護認定者

一人暮らし高齢者世帯

高齢者のみ世帯　

（単位：人）

高齢者人口
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公民館活動 　住民の「集う・学ぶ・結ぶ」の活動の場を提供するため、公民館運営委員と協力し、

学びや健康づくりの講座、文化活動の各種公民館事業を実施するとともに、地域に

おける住民同士のつながりや交流の事業を支援し、住民の教養の向上、健康の増進、

コミュニティの醸成を図る。

◆公民館施設等

　 吉川地区公民館（多目的集会場）、川谷分館、旭分館（旭地区農業拠点センター）、

　 源地域生涯学習センター

教育文化施設 多目的集会場※（月曜･年末年始休館、8:30～22:00）

体育館　   　　（月曜･年末年始休館、9:00～22:00）

テニスコート  （日の出～22:00）

野球場　   　　（日の出～日没）

図書室　 　  　（コミプラ内、年末年始休館､8:30～17:15）

※多目的集会場は、公民館施設を兼ねる。

文　化 区分 種別 指定日 所在地

県 彫刻

市 建築 H27.8.4 国田

市 彫刻 H19.6.1 東鳥越

市 彫刻 H19.6.1 石谷

市 彫刻 H19.6.1 (博物館)

市 工芸品 H19.6.1 赤沢

市 書跡・典籍 H19.6.1 (博物館)

市 古文書 H19.6.1 顕法寺

市 古文書 H19.6.1 (博物館)

市 古文書 H19.6.1 赤沢

市 考古資料 H19.6.1 山直海

市 考古資料 H19.6.1 山直海

市 歴史資料 H19.6.1 大乗寺

市 歴史資料 H19.6.1 顕法寺

市 歴史資料 H19.6.1 川谷

市 歴史資料 H19.6.1 代石

市 歴史資料 H19.6.1 下町

市 歴史資料 H19.6.1 国田

市 歴史資料 H19.6.1 下町

市 有形民俗 H19.6.1 国田

市 有形民俗 H19.6.1 町田

市 有形民俗 H19.6.1 天林寺

市 無形民俗 H19.6.1 西野島

市 史跡 H19.6.1 顕法寺

市 史跡 H19.6.1 河沢

※県指定文化財1、市指定文化財24

河沢塚 個人 鎌倉時代

転輪寺の飯縄権現像 転輪寺 室町時代

十三夜 十三夜保存会

顕法寺城跡 戦国時代末まで

鈴木昌司印章 印文「鱸昌司印」　

善徳寺の仏足石 善徳寺 江戸時代後期

町田閻魔堂の十王像 町田町内会 江戸時代

鈴木昌司頌徳碑 昭和7年

鈴木昌司筆墨跡　附書簡5通 明治20年・明治23年

鈴木昌司筆扇 明治23年

大乗寺の五輪塔 永禄11年（一石五輪塔）、元亀2年

顕法寺の板碑 室町時代

報尽為期碑 専徳寺 明治20年

上杉景虎書状 雲門寺 元亀元年～天正6年

長峰遺跡出土品 縄文時代早期～古墳時代前期

八幡遺跡出土品 平安時代　灰釉陶器・緑釉陶器

大般若経 鉄眼版　柿崎区最勝寺管理

顕法寺文書 戦国時代～江戸時代

小菅家文書 戦国時代～江戸時代初期　上杉景勝制札ほか

木造阿弥陀如来坐像 石谷町内会 室町時代

銅造観音像懸仏 顕法寺 南北朝時代

伝瑚海仲珊禅師袈裟　附納入袋 雲門寺　辻が花染め

銅造薬師如来懸仏 (柿崎区上下浜)

善徳寺経堂 善徳寺

木造阿弥陀如来坐像 大光寺 天文5年　仏師周防作

名称 時代・備考
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